
稲津公民館自主学級　「やまんばの会」

編
集
後
記

令和８年６月１日

季
節
の
移
ろ
い
方
が
、昔

と
比
べ
て
す
っ
か
り
様
変
わ
り

し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
は
、冬
の
名

残
の
冷
た
さ
の
中
に
少
し
ず

つ
春
の
匂
い
が
混
じ
り
、梅
か

ら
桜
、新
緑
へ
と
続
く
過
程

を
、時
間
を
か
け
て
満
喫
し
て

い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。秋

も
ま
た
、残
暑
が
ゆ
る
や
か
に

や
わ
ら
ぎ
、朝
晩
の
涼
し
さ
が

増
し
、木
々
が
少
し
ず
つ
色
づ

い
て
い
く
様
子
を
、何
度
も

見
上
げ
て
確
か
め
て
い
ま
し

た
。今
は
、肌
寒
さ
が
残
る
う

ち
に
急
に
初
夏
の
よ
う
な
陽

射
し
に
な
っ
た
り
、心
地
よ
い

秋
風
を
味
わ
う
間
も
な
く
、

コ
ー
ト
に
身
を
包
む
季
節
が

や
っ
て
来
た
り
と
、春
と
秋
が

駆
け
足
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま

う
印
象
で
す
。忙
し
さ
の
せ
い

に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

気
候
そ
の
も
の
が
せ
っ
か
ち
に

な
っ
た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、春
や
秋
の

空
気
を
意
識
的
に
味
わ
い
、

小
さ
な
変
化
を
見
つ
け
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。ほ
ん
の
一

瞬
で
も
、空
を
見
上
げ
た
り
、

風
の
匂
い
に
季
節
を
感
じ
た

り
す
る
時
間
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
陽
が
強
く
射
す
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、ど

う
か
体
調
に
気
を
付
け
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

�

（
Ｏ
）

朗読教室「やまんばの会」はメンバーの入れ替わりはありますが、１９年前から活動しています。以前は夜に練習していましたが、現
在は第２・第４金曜日の月２回午後１時３０分から行なっています。稲津町の文化祭や瑞浪市文化センターが発表の場になっています。
練習内容は、発声練習から始まり、発声のあとは早口言葉です。なかなか上手く口が回らず思わず笑ってしまいます。教材は

落語の小噺や、何冊かの本から選び先生に準備していただいています。イントネーションが東濃弁になってしまったり、感情を乗せ
て表現するのは難しく、何度も教えてもらいます。練習を重ねるうちに上達し、褒めてもらうと嬉しくなります。
声を出すことは健康によく、脳トレにもなります。とにかく笑いの絶えない楽しい教室です。興味のある方は、仲間になりませんか？

令
和
八
年
の
春
は
暖
か
か
っ
た
気
温
の

お
か
げ
で
、桜
の
開
花
や
木
々
の
芽
吹
き

が
例
年
よ
り
早
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。一
方
で
、年
度
替
わ
り
の
時
期
で
も
あ

る「
新
し
い
一
年
」の
始
ま
り
に
引
き
締

ま
る
気
持
ち
は
毎
年
変
わ
り
ま
せ
ん
。平
素
よ
り
町
内
の
皆
様
に
は
、稲

津
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
四
月
二
十
五
日
、第
二
十
九
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

地
区
推
進
委
員
・ま
ち
づ
く
り
関
連
団
体
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、予
定
し
た
議
案
す
べ
て
慎
重
審
議
の
う
え
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、今
年
度
は
任
期
満
了
に
よ
る
理

事
改
選
の
年
に
あ
た
り
、新
し
く
５
名
の
理
事
、１
名
の
監
事
が
決
定
し

ま
し
た
。退
任
さ
れ
た
６
名
の
理
事
、１
名
の
監
事
さ
ん
に
は
長
い
間
お

世
話
に
な
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
引
き
続
き
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。こ
の
度
、理
事
の
互
選
に
よ
り
４
期
目
の
理
事

長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、稲
津
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。改
め
て
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
、ま
ち
づ
く
り
関
連
団
体
は
今
年
度

30
団
体
に
な
り
ま
し
た
。協
議
会
の
役
員
選
出
を
お
願
い
し
た
り
、事
業

を
協
賛
し
て
い
る
団
体
な
ど
関
り
は
多
様
で
す
。消
防
団
第
４
分
団
、社

会
福
祉
協
議
会
稲
津
支
部
、交
通
安
全
協
会
稲
津
分
会
、小
中
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
町
内
の
歴
史
あ
る
団
体
を
は
じ
め
と
し
て
各
方
面
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
次

ペ
ー
ジ
の
組
織
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。改
め
て
思
う
の
は
、ま
ち
づ
く
り
の

活
動
が
こ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

暮
ら
し
の
安
心
安
全
、健
康
福
祉
、青
少
年
育
成
、地
域
経
済
、環
境
保

全
、生
涯
学
習
な
ど〝
稲
津
町
の
姿
の
一
端
〟で
す
。こ
の
よ
う
な
環
境
で

活
動
し
て
い
る
稲
津
の
ま
ち
づ
く
り
組
織
に
責
任
と
感
謝
を
痛
感
し
ま
す
。

紙
面
左
に
今
年
度
の
事
業
計
画
を
掲
載
し
ま
し
た
。ど
の
事
業
も
開

催
の
回
数
が
増
え
て
充
実
感
も
増
し
て
い
ま
す
。人
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
や
会
話
、交
流
の
場
と
し
て
町
民
の
皆
様
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。ま
た
、「
笑
顔
で
つ
な
が
る　

住
み
た
く
な

る
町　
№
１
」を
目
標
に
し
て
区
長
会
と
の
連
携
の
も
と
活
動
を
進
め

て
参
り
ま
す
の
で
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ますます元気なまちづくり！

皆さんの参加をお待ちしております。

令和8年度　主要事業計画

月 事　業　内　容

4
小里城跡祈願祭� （4日）
屏風山山開き祭� （11日）
通常総会� （25日）

5
いいなっつ農園苗植え準備� （2日）
いいなっつ農園苗植え� （9日）
稲津ふれあい映画館� （23日）

6

広報紙40号発行　稲津町ふるさとクイズ
春の花いっぱい事業� （3日）
稲津町青少年育成町民会議総会�（4日）
屏風山登山と山の朗読会� （27日）

7 まちづくり整備作業� （11日）
稲津町民夏まつり� （25日）

8 お年寄りと子どものふれあい広場� （31日）

10
いいなっつ農園収穫祭準備�  （3日）
いいなっつ農園収穫祭� （10日）
稲津町文化祭� （24・25日）

11 秋の花いっぱい事業� （5日）
小里川ダム湖周ウォーキング�

12 まちづくり年末イベント� （5日）

1 広報紙41号発行　稲津町ふるさとクイズ

2 稲津町青少年育成町民会議総会�（4日）
いなつフォークビレッジ� （28日）

3 Welcomeスプリングコンサート�（13日）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
明
日
の
稲
津
を
築
く
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

�

理
事
長　

勝　
股　
清　
治

明
日
の
い
な
つ
の
た
め
に

　　　　　�萩原の止静庵（しじゅあん）は、南北朝時代 (1336年~1392年)に夢窓国師が開山したと
いわれています。夢窓国師がここで修行したとして残っているのはどれでしょう？

　　　　　　①　不動滝　　　②　鍛錬道　　　③　座禅岩
　　　　　�稲津町では農業を行う人が減っていますが、平成22年と令和２年を比較して面積はど

れぐらい減っているでしょう？
　　　　　　①　約10％　　　②　約20％　　③　約50％

　答えはQRコードから解答、もしくは公民館ロビーに置いてある応募用紙
にご記入のうえ、応募箱に投函してください。
　全問正解者の中から抽選で5名の方に、素敵なプレゼントを差し上げます。
当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

　　　　締切　7月31日（金）
※個人情報は、このクイズの目的にのみ使用します。　※正解は、いなつびより9月号に掲載します。

第1問

第2問

瑞浪南中学校卒業生より、総合学習で地域の歴史やまちづくりを学ぶ中から
“クイズでもっと地域を知ろう ” という提案があり、できたコーナーです。

町内でも知らないことがたくさんあります。

稲津町 ふるさと クイズ 令和 8年度第一弾

令和８年６月１日 第 40 号（　4　）

発行　ＮＰＯ法人� 発行責任者　理事長　勝股　清治
　　　明日の稲津を築くまちづくり推進協議会� 事務局：稲津公民館内　☎68-3201

第40号



特定非営利活動法人
明日の稲津を築くまちづくり推進協議会

組 図織

理　事　会 事　務　局監　　　事

総　　　会

広報委員会

各実行委員会
公民館運営委員会

総務
会計

令和7年度　事業別報告書（主な活動のみ記載）

い な つ 　 　 　
ま ち づ く り 　
ホ ー ム ペ ー ジ

令和8年度　瑞浪市夢づくり地域交付金
通常事業

（単位：円）

事　　業　　名 金　　額
まちづくり推進事業 200,000
文化・芸術・スポーツ推進事業 538,000
環境保全事業 156,000
社会福祉推進事業 5,000
青少年健全育成事業 40,000
まちづくり情報発信事業 165,000
記念事業積立金 100,000

合　　計 1,204,000

安全・防犯・防災部会
消 防 団 第 ４ 分 団 分 団 長 伊　藤　真　吾
消 防 後 援 隊 隊    長 和　田　　　孝
交通安全協会稲津分会 分 会 長 林　　　雅　人
稲 津 青 パ ト 隊 隊 長 三輪田　幸　泰

自然・環境美化部会
ふ る さ と い き い き 会 会 長 勝　股　　　敬
小 里 城 顕 彰 会 代 表 柴　田　増　三
卯 月 会 代 　 表 愛　知　和　幸
小里川ダム里山教室　いやす里 代 　 表 小　栗　正　敏
黒の田湿地保全ボランティア 代 　 表 板　垣　城　二
小 里 川 ホ タ ル の 会 会 長 和　田　孝　夫

産 業 部 会
小 里 消 費 生 活 協 同 組 合 組 合 長 井　戸　敏　美
萩 原 生 産 森 林 組 合 副 組 合 長 小　栗　　　康
稲 津 同 友 会 会 　 長 岩　島　康　雄

健 康・ 福 祉 部 会
社会福祉協議会稲津支部 支 部 長 板　垣　城　二
民生委員・児童委員協議会 単 位 会 長 勝　股　増　夫
萩 原 長 寿 ク ラ ブ 会 　 長 勝　股　　　敬
稲 津 い な ほ 代 表 井　貝　順　子

教 育 部 会
瑞 浪 南 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 副 会 長 伊　藤　和　正
稲 津 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 　 長 河　野　郁　文
稲 津 こ ど も 園 保 護 者 会 会 　 長 梶　田　大　貴
稲津地区子ども会育成会連合会 会 　 長 安　藤　陽　介
学 用 品　 リ エ ン ト リ ー 代 表 井　箟　三和子

地区推進委員名簿
地　区　名 氏　　　名
山 の 田 １ 号 和　田　裕　之
山 の 田 ２ 号 堀　　　和　幸
産 郷 酒　井　敦　司
中 屋 敷 荒　巻　敬　三
五 郷 日比野　　　進
三 角 伊　藤　潤　三
神 戸 渡　辺　康　成
下 小 里 和　田　　　孝
羽 広 大　島　義　仁
須 之 宮 西　山　　　登
釡 糠 正　村　大　樹
川 折 渡　邉　康　弘
桜 ヶ 丘 ―
棚 田 山 福　田　正　明
河 原 加　納　　　剛
小 井 戸 林　　　亮　吉
水 洗 小　倉　邦　雄
中 洞 後　藤　　　修
上 平 工　藤　重　光
大 牧 工　藤　岳　彦
斧 池 塚　本　修　久
学 園 神　田　　　和

事務支援
公 民 館 総 括 主 事 大　島　千世子
公 民 館 総 括 主 事 小　嶋　伸　江

稲津地区支援総括 吉　田　敏　明
まちづくり支援総括 山　崎　道　美
まちづくり支援職員 原　　　彪　流
集 落 支 援 員 中　山　智　里

地 域 推 進 部 会
稲津町青少年育成町民会議 会 長 正　村　京　司
稲 津 町 女 性 会 議 代 表 丸　山　一　美
未 来 の 稲 津 を 考 え る 会 代 表 奥　村　一　仁
荷 機 稲 荷 神 社 奉 賛 会 会 長 小　栗　正　敏
瑞 浪 市 役 所 稲 津 会 会 長 和　田　光　浩

生 涯 学 習 部 会
体 育 協 会　 稲 津 支 部 支 部 長 熊　澤　清　和
稲 津 寿 大 学 学 級 長 加　納　芳　光
稲津スポーツ・文化クラブ 理 事 長 今　井　　　收

令和7年度　活　動　計　算　書
令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

特定非営利活動法人　明日の稲津を築くまちづくり推進協議会
（単位 : 円）

財　産　目　録
令和8年3月31日　現在

特定非営利活動法人　明日の稲津を築くまちづくり推進協議会
全事業所� ［税込］（単位：円）

《資産の部》

【流動資産】

（現金・預金）

普通預金 3,860,205 

東濃信用金庫 (3,594,291)

東濃信用金庫　預り金 (246,249)

東濃信用金庫　指定管理 (19,665)

定期預金 1,918,669 

東濃信用金庫 (904,804)

陶都信用農協 (1,013,865)

現金・預金計 5,778,874 

流動資産合計 5,778,874 

【固定資産】

（有形固定資産）

什器備品 584,462 

有形固定資産　計 584,462 

固定資産合計 584,462 

資産合計 6,363,336 

《負債の部》

【流動負債】

預り金 246,249 

流動負債合計 246,249 

負債合計 246,249 

正味財産 6,117,087 

令和8年度　活　動　予　算　書
令和8年4月1日から令和9年3月31日まで

特定非営利活動法人　明日の稲津を築くまちづくり推進協議会
（単位 : 円）

科　　　目 金　　　額
Ⅰ　経常収益
１　受取会費
賛助会員受取会費 100,000 100,000

２　受取助成金等
町費助成金 等 2,350,000
夢づくり交付金 1,204,000 3,554,000

３　事業収入
指定管理料 10,437,000
公民館使用料 700,000
講座受講料 53,000
文化祭野菜等売上 325,000
登山農園参加費 15,000 11,530,000

４　その他収益（雑入）
印刷コピー代 150,000
雑入祝儀等 5,000
受取利息（普通　定期） 5,000 160,000

５　協賛金収入
打ち上げ花火 1,200,000
投げ餅 260,000 1,460,000

経常収益計 16,804,000
Ⅱ　経常費用
１　事業費
（1）人件費
給料手当 5,770,000
法定福利費 910,000
福利厚生費 140,000
人件費計 6,820,000

（2）その他経費
消耗品費 755,000
材料費 510,000
仕入高 180,000
広告宣伝費 285,000
燃料費 20,000
食料費 365,000
賃借料 200,000
保険料 135,000
諸謝金 405,000
助成金 195,000
協賛金 50,000
報償費 465,000
通信費 80,000
負担金 170,000
旅費研修費 43,000
公課費 500,000
使用料 170,000
手数料 40,000
会議費 10,000
交際費 20,000
委託料 2,140,000
修繕費 20,000
30 周年積立金④ 100,000
その他経費計 6,858,000

事業費計 13,678,000
２　管理費
（1）人件費
給料手当 2,472,000
法定福利費 390,000
福利厚生費 60,000
人件費計 2,922,000

（2）その他経費
消耗品費 50,000
使用料 165,000
委託料 870,000
通信費 40,000
旅費研修費 45,000
会議費 20,000
交際費 50,000
事務費 5,000
慶弔費 30,000
修繕費 80,000
手数料 15,000
印刷製本費 30,000
減価償却費 110,000
その他経費計 1,510,000

管理費計 4,432,000
経常費用計 18,110,000
当期経常増減額 -1,306,000

Ⅲ　経常外収益
0

経常外収益計
Ⅳ　経常外費用

0
経常外費用計 0
税引前当期正味財産増減額 -1,306,000
法人税、住民税及び事業税 0
当期正味財産増減額 -1,306,000

v　その他の資金収入の部
当期正味財産増減額 -1,306,000
前期繰越正味財産額 6,117,087
次期繰越正味財産額 4,811,087

科　　　目 金　　　額
Ⅰ　経常収益
１　受取会費
賛助会員受取会費 100,000 100,000

２　受取助成金等
町費助成金 等 2,500,000
夢づくり交付金 1,204,000 3,704,000

３　事業収入
指定管理料 10,437,000
公民館使用料 809,960
講座受講料 64,200
文化祭野菜等売上 161,340
登山農園参加費 9,500 11,482,000

４　その他収益（雑入）
印刷コピー代 147,752
雑入　祝儀等 15,000
受取利息（普通12054 定期1412） 13,466 176,218

経常収益計 15,462,218
Ⅱ　経常費用
１　事業費
（1）人件費
給料手当 5,748,800
法定福利費 910,936
福利厚生費 121,784
人件費計 6,781,520

（2）その他経費
消耗品費 1,103,473
広告宣伝費 136,884
燃料費 22,003
食糧費 306,615
賃借料 136,920
保険料 132,017
諸謝金 504,237
助成金 192,000
協賛費 38,000
報償費 338,380
通信費 84,472
負担金 159,900
旅費研修費 15,000
公課費 254,600
使用料 52,919
手数料 35,558
会議費 1,800
交際費 8,000
委託料 801,980
その他経費計 4,324,758

事業費計 11,106,278
２　管理費
（1）人件費
給料手当 2,463,771
法定福利費 390,401
福利厚生費 52,193
人件費計 2,906,365

（2）その他経費
消耗品費 27,720
使用料 161,856
委託料 839,755
通信費 28,260
旅費研修費 20,000
会議費 15,600
交際費 51,000
事務費 2,250
慶弔費 5,000
修繕費 26,172
手数料 11,770
減価償却費 117,056
その他経費計 1,306,439

管理費計 4,212,804
経常費用計 15,319,082
当期経常増減額 143,136

Ⅲ　経常外収益 0
経常外収益計

Ⅳ　経常外費用 0
経常外費用計 0
税引前当期正味財産増減額 143,136
法人税、住民税及び事業税 0
当期正味財産増減額 143,136

Ⅴ　その他の資金収入の部
当期正味財産増減額 143,136
前期繰越正味財産額 5,973,951
次期繰越正味財産額 6,117,087

まちづくり担当役員名簿
まちづくり担当部会等 NPO役職名 氏　　　名
総 　 　 　 　 括 理 事 長 勝　股　清　治
事 務 局　 書 記 副 理 事 長 安　藤　　　昇
事 務 局　 会 計 副 理 事 長 塚　本　文　男
事 務 局 長 理 　 事 工　藤　将　哉
自然・環境美化部会 理 　 事 板　垣　城　二

〃 理 　 事 岩　島　房　夫
生 涯 学 習 部 会 理 　 事 桑　原　きみ子

〃 理 　 事 成　瀬　和　男
地 域 推 進 部 会 理 　 事 伊　藤　真　吾
健 康・ 福 祉 部 会 理 　 事 井　貝　順　子

〃 理 　 事 酒　井　尚　美
安全・防犯・防災部会 理 　 事 林　　　雅　人

〃 理 　 事 伊　東　直　紀
〃 理 　 事 中　山　研　吾

教 育 部 会 理 　 事 熊　澤　博　隆
〃 理 　 事 加　知　岳　志
〃 理 　 事 安　永　省二郎

産 業 部 会 理 　 事 岩　島　康　雄
〃 評 議 員 和　田　　　孝
〃 評 議 員 愛　知　千　永
〃 評 議 員 加　知　良　浩

自然・環境美化部会 評 議 員 今　井　　　收
〃 評 議 員 柴　田　明　夫

生 涯 学 習 部 会 評 議 員 林　　　正　孝
〃 評 議 員 山　崎　美　和

地 域 推 進 部 会 評 議 員 西　尾　治　徳
〃 評 議 員 川　邊　一　正
〃 評 議 員 川　畑　篤　仁

教 育 部 会 評 議 員 安　藤　陽　介
〃 評 議 員 白　井　美　絵

健 康・ 福 祉 部 会 評 議 員 伊　藤　知　康
〃 評 議 員 深　谷　弘　子

安全・防犯・防災部会 評 議 員 後　藤　　　東
〃 評 議 員 伊　藤　　　環

監 事 井　戸　敏　美
監 事 小　栗　　　康
顧 問 伊　藤　　　治
顧 問 正　村　京　司
市議会議員 柴　田　増　三
市議会議員 三輪田　幸　泰
市議会議員 奥　村　一　仁

１．まちづくり推進事業
　　①いいなっつ農園	 5月10日・10月11日
　　②稲津町民夏まつり（実行委員会）	 7月26日
２．社会教育推進事業
　　①稲津町文化祭協力事業	 10月25・26日
３．文化・芸術・スポーツの推進事業
　　①稲津ふれあい映画館	 5月24日
　　②まちづくり年末イベント	 12月6日
　　③welcomeスプリングコンサート	 3月14日
　　③いなつフォークビレッジ	 3月15日
４．環境保全事業
　　①花いっぱい事業（各子ども会 他）	 6月5日・11月6日
　　②屏風山登山と山の音楽会	 6月28日

５．地域安全推進事業
　　①町内巡回事業（稲津青パト隊）	 23回
　　②町内交通安全活動（交通安全稲津分会中心）	 月1,2回
　　③年末夜警（消防団第４分団）	 12月28・29日
６．社会福祉事業
　　①お年寄りと子どものふれあい広場	 8月29日
　　②みんなで楽しいお正月	 1月7日
７．子どもの健全育成事業
　　①稲津町青少年育成町民会議	 6月6日・2月5日
　　　・あいさつ運動	 6回
８．会議・委員会報告
　　①理事役員会（理事 ･評議員合同会議）	 開催数 12回
　　②指定管理委員会	 開催数　1回

　　③広報委員会	 発行回数　 2回
９．稲津公民館の管理運営
　　①ロビー展示（毎月）、各種教室、講座の開催
　　②イベントアンケートの実施	 3回
　　③公民館運営委員会	 2回
10．その他
　　�　まちづくり加盟３０団体が通常活動として、年間を通し
て、生涯学習活動、地域推進活動、自然・環境美化活動、
健康福祉活動、教育活動、安全・防犯・防災活動、産業活
動を展開し「ふるさと稲津」の創造に向けて活動していま
す。

http://www.ii-nuts.jp/
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